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笑福亭 學光 さん  コメント
　阿南の皆さん、先日は講演をお聞きいただきありがとうございました。
　お陰様で親戚や友人知人の方に久しぶりにお会いすることもできました。同級生も何人
か声をかけていただきましたが、一人だけ誰かわからなかったご無礼はお許しください！
　久しぶりに見る故郷は、実家の近くの
家が更地や空き家になっていたり、大野

（古毛）の堰が取り壊されていたりして記
憶から消えていくのがちょっと切ないで
すが懐かしかったです。
　講演では老いについてしゃべらせてい
ただきました。私自身が最近腰も膝も痛
くなり偉そうなことは言えませんが、皆
さん元気で 100 歳まで生きましょうね！
そのためにはいっぱい笑うことです。美
味しいものを食べることです。
　次回はゆっくり落語を聞いて笑ってくだ
さいね！本当にありがとうございました。

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
行
し
て
い
る
現
在
、

福
祉
課
題
・
生
活
課
題
は
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
人
口
減
に
よ
る
担
い
手
の
不
足
や
、
血

縁
、
地
縁
、
社
縁
と
い
っ
た
つ
な
が
り
が
弱
ま
っ
て
い

る
状
況
に
お
い
て
、
人
と
人
、
人
と
社
会
が
つ
な
が
り

支
え
合
う
取
組
が
生
ま
れ
や
す
い
よ
う
な
環
境
を
整
え

る
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
た
取
組
を
進
め
る
際
に
は
、
福
祉
分
野
の
政
策
だ

け
で
な
く
、
地
方
創
生
、
ま
ち
づ
く
り
、
教
育
、
災
害

時
の
対
応
な
ど
、
地
域
の
持
続
を
高
め
る
施
策
と
の
連

携
を
意
識
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
住
民
自
ら
が
計
画
し
た
「
第
３
期
阿
南

市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
こ

こ
ろ
の
き
ず
な　

つ
な
い
で
え
が
お
の　

た
の
し
い
ま

ち
に
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
地
域
住
民
を
中
心
に
、

関
係
者
や
社
会
資
源
が
一
体
と
な
っ
て
、「
支
え
手
」「
受

け
手
」
と
い
う
関
係
を
超
え
て
、
お
互
い
に
支
え
合
い

な
が
ら
、
福
祉
の
こ
こ
ろ
を
育
み
、
地
域
環
境
を
充
実

さ
せ
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
日
、
第
55
回
阿
南
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催
に
あ

た
り
、
市
内
の
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
市
民
、

関
係
機
関
、
行
政
な
ど
が
協
働
し
て
「
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
„
阿
南
〝
」
の
実
現
を
誓
い
、
決
意
を
新
た

に
次
の
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

 

一
　�

私
た
ち
は
、
地
域
に
住
む
誰
も
が
福
祉
に
つ
い
て

学
び
、
考
え
、
住
民
同
士
で
共
に
助
け
合
う
こ
と

で
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
に
立
ち
向
か
い
、
心
豊

か
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

一
　�

私
た
ち
は
、
今
後
、
起
こ
り
う
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
を
は
じ
め
と
し
た
大
規
模
災
害
に
つ
い

て
、
平
時
よ
り
住
民
同
士
が
つ
な
が
り
、
お
互
い

が
協
力
し
合
う
こ
と
で
防
災
力
を
向
上
さ
せ
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

大

会

宣

言

第第
5555
回回  

阿
南
市
社
会
福
祉
大
会

阿
南
市
社
会
福
祉
大
会　　

　
　
　
　
～

　
　
　
　
～
明
る
く　

住
み
よ
い　

ま
ち
を　

め
ざ
し
て

明
る
く　

住
み
よ
い　

ま
ち
を　

め
ざ
し
て
～～

　

令
和
５
年
１
月
21
日
（
土
）
阿
南

市
文
化
会
館
夢
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

阿
南
市
と
阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
主
催
で
、「
第
55
回
阿
南
市
社
会

福
祉
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
長
表
彰
（
青
少
年

表
彰
）
１
団
体
、
大
会
長
表
彰
と
し

て
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
多
大
な
業
績
を
残
さ
れ
た

個
人
９
人
と
団
体
５
団
体
、
及
び
阿

南
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
実
行
委
員

長
表
彰
と
し
て
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
優
良
４
団
体
に
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
那
賀
川
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
代
表
者
が
、
大
会
宣
言（
案
）

を
朗
読
し
、
参
加
者
の
賛
同
を
得
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
記
念
講
演
で
は
、

笑
福
亭
學
光
氏
に
、「
笑
っ
て　

笑
っ

て　

お
元
気
に
」
と
題
し
て
講
演
い

た
だ
き
、
約
２
５
０
人
の
方
が
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
共
催
行

事
と
し
て
、
３
年
ぶ
り
に
「
第
12
回

阿
南
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
市
民
の

方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
並

び
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様

方
に
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

那賀川地区
社会福祉協議会

二宮 雅子 さん

笑福亭學光さん　記念講演

大会宣言
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『第12回阿南市ボランティアフェスティバル』『第12回阿南市ボランティアフェスティバル』３年ぶりに開催！３年ぶりに開催！

阿南市地域福祉活動計画事業報告阿南市地域福祉活動計画事業報告

　社会福祉大会と同日、「第12回阿南市ボランティアフェスティバル」が
３年ぶりに開催されました。
　新型コロナウイルスの影響で２年間休止していましたが、参加ボランテ
ィアグループはコロナの間も活動を続けており、久しぶりにボランティア
活動の発表や、屋台での販売、子どもの遊びコーナー( 遊びの広場)やバ
ザー等が盛大に行われました!!
　今回は「新春！祝い餅プレゼント」の初企画や、市内で『子ども食堂』
をしているグループが初参加されました。そして、子どもが楽しめるイベ
ントがリニューアルされ、たくさんの市民の方が来場してくださいました。
　また、災害ボランティアコーナー、花いっぱいコンクール優良団体紹介
コーナー、赤い羽根共同募金コーナーも設け、多くの方が地域の福祉活
動に触れる機会となりました。
　当日は、たくさんの一般ボランティアに加え、市内の高等学校とボーイ
スカウト、子ども食堂グループの子どもさんがボランティアとして29人参加
してくださいました。ありがとうございました。

　親子で参加できる種まき体験、収穫体験など、『育むファーム 
和』代表 倉内和哉氏に、阿南市内で実施している休耕田を活用
した野菜づくり活動の紹介をしていただきました。お話の後に、
ほうれん草とスナップエンドウの種まきについて、土づくり、野菜
の特徴など、分かりやすくていねいにご指導いただきました。

　最新の阿南市ハザードマップを活用し、自宅の被害状況の確認
と、避難行動のタイムラインを作成しました。図上訓練で避難ル
ートを確認し、まずは自分と家族の安全を確保した上で、避難行
動要援護者に対して、地域で実施できる支え合い活動について、
グループで話し合いました。

　徳島こども食堂ネットワー
ク 理事長 佐伯雅子氏を講
師に、県内での取組状況や
運営方法など、現在のこども
食堂の在り方や支援体制に
ついてお話いただき、自分た
ちの地域でやってみたいこど
も食堂について、各グループ
で意見交換を行いました。

　令和４年度より第３期阿南市地域福祉活動計画がスタートし、今年度は「こころのきずな　つないでえがおの　たのし
いまちに」を基本理念に、「支え合い」「育成」「環境」「安心」のそれぞれの部会ごとに、事業計画を引き続き進めてま
いりますので、皆様のご協力をお願いいたします。

「祝い餅」はもち米を下大
野町の遠藤清さんが寄付
をしてくださり、ボランティ
アで協力して作りました☆

支え合い・育成部会支え合い・育成部会
こども食堂研修会 令和4年12月1日

安心部会安心部会
防災・減災研修会 令和4年12月15日

環境部会環境部会
野菜づくり講習会 令和4年12月8日

「遊びの広場」では子ども食堂グループが初めての企画を披露♪

「新春ホワイエパフォーマンス」では９グループが出演★

第55回第55回阿南市社会福祉大会表彰状贈呈者阿南市社会福祉大会表彰状贈呈者
阿
南
市
長
表
彰	

◎◎
阿
南
市
青
少
年
表
彰

阿
南
市
青
少
年
表
彰

　　
  

徳
島
県
立
富
岡
東
高
等
学
校

徳
島
県
立
富
岡
東
高
等
学
校
J
R
C

J
R
C
部部  

  

大
会
長
表
彰

《
阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
》

《
阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
》

◎◎  

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　　

  

領
家
町　
　

領
家
町　
　

濵　
　
　

勝　

子

濵　
　
　

勝　

子

　　

  

山
口
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山
口
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守　

一　

恵

渡　

守　

一　

恵

　　

  

海
陽
町　
　

海
陽
町　
　

泉　
　
　

文　

昭

泉　
　
　

文　

昭

		

◎◎		

老
人
福
祉
事
業
功
労
者

老
人
福
祉
事
業
功
労
者

　　

  

上
中
町　
　

上
中
町　
　

田　

上　

直　

江

田　

上　

直　

江

　　

  

上
大
野
町　

上
大
野
町　

四　

宮　
　
　

準

四　

宮　
　
　

準

　　

  

桑
野
町　
　

桑
野
町　
　

加　

茂　

彌
代
次

加　

茂　

彌
代
次

		

◎◎  

社
会
福
祉
事
業
協
力
者

社
会
福
祉
事
業
協
力
者

　　

  

長
生
町　
　

長
生
町　
　

林　
　
　

初　

音

林　
　
　

初　

音

　　

  

長
生
町　
　

長
生
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桑
野
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野
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江　
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憲　

市

江　

本　

憲　

市

  

◎◎		

優優		

良良		

団団		

体体

　　

  

加
茂
町　
　

加
茂
町　
　

加
茂
八
千
代
ク
ラ
ブ

加
茂
八
千
代
ク
ラ
ブ

　　

  

新
野
町　
　

新
野
町　
　

中
央
い
き
い
き
サ
ロ
ン

中
央
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　　

  

橘
町　
　
　

橘
町　
　
　

子
ど
も
と
未
来
の
会

子
ど
も
と
未
来
の
会

　　

  

那
賀
川
町　

那
賀
川
町　

春
日
ク
ラ
ブ

春
日
ク
ラ
ブ

　　

  

那
賀
川
町　

那
賀
川
町　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

阿
南
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
実
行
委
員
会

委
員
長
表
彰

◎◎  

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
優
良
団
体
表
彰

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
優
良
団
体
表
彰

　　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
い
っ
ぱ
い
金
賞

花
い
っ
ぱ
い
金
賞

　　

  

長
生
町　
　

長
生
町　
　

幸幸ゆ
き
ゆ
き

子子ここ

の
夢
応
援
団

の
夢
応
援
団

花
い
っ
ぱ
い
銀
賞

花
い
っ
ぱ
い
銀
賞

　　

  

那
賀
川
町　

那
賀
川
町　

色
ケ
島
な
か
よ
し
会

色
ケ
島
な
か
よ
し
会

花
い
っ
ぱ
い
銅
賞

花
い
っ
ぱ
い
銅
賞

　　
  

宝
田
町　
　

宝
田
町　
　

宝
田
を
元
気
に
志
隊

宝
田
を
元
気
に
志
隊

　
　
　
　
　
　
　
　

花
い
っ
ぱ
い
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

花
い
っ
ぱ
い
グ
ル
ー
プ

　　

  

橘
町　
　
　

橘
町　
　
　

橘橘き
つ
き
つ

美美びび

会会か
い
か
い

受賞者のみなさま
　おめでとうございます

被表彰者（敬称略）

応募資格　　 55歳以上（昭和43年４月１日以前生まれ）の方で学習意欲があり、卒業後は地域社会活動の指導に当
たる意欲がある方。

募集定員　　 ▶歴史文化コース（25人）▶ＩＣＴコース（20人）▶英会話コース（15人）
　　　　　　※ 新型コロナウイルス感染拡大防止等のため、入学人員を制限させていただくことがあります。

修学期間　　 ６月中旬～翌年３月中旬。ひまわり会館で毎週水曜日の10時～15時、ＩＣＴコースは富岡公民館へ移
動して学習。

　　　　　　※学習場所は都合により変更する場合があります。

入学金・
　授業料　　 

入学金無料。授業料は年間５千円（消費税込み）を入学時に納入。既納の授業料は払い戻しません。（実
習材料費等は自己負担）

募集期間　    ３月６日（月）～４月10日（月）
　　　　　　※募集要綱・入学願書は阿南市社会福祉協議会、各地区住民センター・公民館、支所にあります。

　　　　　　 徳島市中昭和町１丁目２番地
　　　　　　 ㈶とくしま“あい„ランド推進協議会へ郵送またはご持参ください。（当日消印有効）
　　　　　　※阿南市社会福祉協議会でも受け付けております。

　　　　　　 ①希望者が定員を超える場合は、公開抽選となります。
　　　　　　②３年連続申込者は最優先的に入学となります。
　　　　　　③その他、既卒者・徳島県移住者を定員の５％を上限とした優先枠を設けています。

問 合 せ 　 阿南市社会福祉協議会（☎︎23ー7288）まで

徳島県シルバー大学校阿南校 受講生募集

入学願書の
　　提出先

入学者の
　　決定等 詳しくは、HPをご覧ください
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申込み・問合せ先：阿南市社会福祉協議会
E-mail：ananshi-shakyo@palette.plala.or.jp

☎　0884-23-7288
FAX 0884-22-7142

新型コロナウイルス感染症の影響により、情報が変更となる
場合があります。詳しくはお問い合わせください。

阿南市老人体育大会を阿南市老人体育大会を
開催しました開催しました

　令和４年11月22日（火）、阿南市スポーツ総合センターに
おいて、第39回阿南市老人体育大会を開催しました。
　コロナ禍ということもあり、「パン食い競争」を「パン釣
り競争」にするなど種目内容の変更をして、盛況のうちに
終了することができました。
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赤い羽根共同募金委員会の運営にご協力いただける阿南市在
住の方を２人公募します。

◎任期：令和５年４月１日～令和７年３月31日
◎ 活動内容：街頭募金、共同募金の広報啓発活動、共同募金

委員会の事業企画と運営
◎募集要件：高校生以上
　 小論文「私の考える共同募金

活動について」を400字以内
でご提出いただきます。

◎ 募集期間：令和５年３月10日
（金）までに阿南市共同募金
委員会（社協内：☎︎23-7288）
までお申込みください。

阿南市共同募金委員会
運営委員を公募します

社協の相談窓口　
●心配ごと相談　毎週月曜日　10：00～15：00
　(相談例）
　・家庭 … 介護や福祉に関する事、相続、借金、
　　　　　  ＤＶ（※夫、または妻からの暴力）、
　　　　　  引きこもり、家族との確執など
　・近隣 …  隣との土地の境界、ペット、ゴミ出し、
　　　　　  嫌がらせなど
　・仕事 … 職場での人間関係、ストレスなど

●結婚相談　毎週水曜日　　　13：30～15：30
　　　　　　毎月第２日曜日　13：30～15：00
※国民の祝日（振替休日含む）及び年末年始は実施
　しておりません。

★秘密は厳守します。
　お気軽にご相談ください。

ご寄付ありがとうご寄付ありがとうございましたございました
　王子製紙（株）富岡工場様、
王子エンジニアリング（株）様、
王子不動産（株）様よりカレンダー
多数いただきました。
　高齢者、障がい者の方にご利用
いただいております。

　令和５年１月22日（日）に『支え合い部会事業』
として「見能林地区歴史探訪ウォーキング」を開催し
ました。
　今回、６回目の開催で50人の方が参加しました。
　増田英俊�氏（見能林地区社会福祉協議会会長・見
能林地区地域福祉活動計画実行委員長）が、中林町
の中林分校跡や、県内では珍しい稲荷神社などの歴
史を詳しく説明してくださり、参加者は地域の歴史に
触れるとともに、参加者同士も話をしながら地域住
民同士がつながる良い機会となりました。
見能林地区地域福祉活動計画
　　　　　　　�����　実 行 委 員 長 　��増田　英俊
　　　　　　　　��支え合い部会長　　鳥海　俊江

令和５年度ボランティア活動保険の受付をしています。
※令和５年４月１日からボランティア活動をされる場合は、３月31日までにご加入ください。

　大規模災害時に求められるボランティアの役割、感染
症対策も含めた近年の災害ボランティア活動について学び
ました。実技講習では、自分を守るためのロープワーク術
を実践しました。

災害ボランティア養成講座
令和4年11月12日 １8人参加

講 師
さんすい防災研究所 代表
山﨑 水紀夫 氏

阿南市ボランティア推進センター阿南市ボランティア推進センターよりより


